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(訂正)平成 20 年 3 月期 中間決算短信（非連結）の一部訂正に関するお知らせ 
 
 平成 19 年 11 月 12 日に発表いたしました「平成 20 年 3 月期 中間決算短信（非連結）」の記載内
容に一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。 
 

記 

訂正箇所は下線で表示しております。 

 ３ページ (当期の見通し) 

 

(訂正前) 

(当期の見通し) 

原油価格や為替の動向、海外情勢の変化等による、景気への不安材料はありますが、景気は堅

調に推移するものと予想されます。当情報サービス産業におきましては、好調な企業業績に伴う法

人のＩＴ投資への増加を背景に、業務システムへの投資の増加が期待されます。 

  このような環境の中で、セキュリティ対策支援、非接触書込みシステム、物流システムを中心にした

新規顧客の開拓と商店街等の団体向けサービスの拡充により、販売拡大を図ってまいります。以上

により通期の業績につきましては、売上高 125,000 千円、営業利益 4,500 千円、経常利益 4,500 千円、

当期純利益 10,000 千円を予定しております。 

 

(訂正後) 

(当期の見通し) 

原油価格や為替の動向、海外情勢の変化等による、景気への不安材料はありますが、景気は堅

調に推移するものと予想されます。当情報サービス産業におきましては、好調な企業業績に伴う法

人のＩＴ投資への増加を背景に、業務システムへの投資の増加が期待されます。 

  このような環境の中で、セキュリティ対策支援、非接触書込みシステム、物流システムを中心にした

新規顧客の開拓と商店街等の団体向けサービスの拡充により、販売拡大を図ってまいります。以上

により通期の業績につきましては、売上高 1,250,000 千円、営業利益 45,000 千円、経常利益 45,000

千円、当期純利益 100,000 千円を予定しております。 

 

以上 


